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H*(10)空間線量率に関する除染評価シミュレーション 

○Alex Malins, 操上広志, 北村哲浩,

町田昌彦(日本原子力研究開発機構) 

空間線量率シミュレーションツールを用いて、除染前後の地上 1m における H* (10) 空間線量率

を評価した。放射性セシウム(Cs-134 と Cs-137)に汚染された土壌を対象とし農地、公園、草原に

モデルを適用した。除染方法は下記三つを想定した。

1 表土剥ぎ取り 2 天地返し 3 撹拌耕。

土壌中の放射性セシウムの初期のプロファイルと除染される面積、除去される単位面積当たり

の質量に応じてどのように空間 線量率が変化するかを計算した。計算結果は、除染前から除染後

どの程度空間線 量率が残っているかで評価した。放射性セシウムは福島事故後、時間の経過とと

もに土中深く浸透することを考慮し、事故から経過した時間に応じて除染効率が どのように変化

するのかを明らかにした。
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